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時
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会

場

ふ
る
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と
セ
ン
タ
ー
体
育
室

大
会
規
則

ダ
ブ
ル
ス
戦
と
す
る

（１）
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
う

（２）
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
者
に
よ
る

（３）
決
勝
ブ
ロ
ッ
ク
戦
で
勝
敗
を
決

す
る
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彰
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位
ま
で
表
彰
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無
料

参
加
資
格

末
崎
町
民

(

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す)

参
加
申
込
み

試
合
当
日
大
会
受
付
に
て
申
込
み

事
前
申
し
込
み
は
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー(

―
２
９
５
５
）
ま
で
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そ
の
他参加

者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

★
末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

令
和

年
１
月

日
（
金
）
ふ
る
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27

さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
室
で
男
女

名
26

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
ぎ
の
通
り
で
す
。

一
位

上
部
道
義

菊
池
喜
久
夫

山
田
勝
代

二
位

畠
山
富
久

古
澤
範
雄

羽
根
川
信
子

三
位

笹
野
洋
二

梅
澤
孝
一

山
本
玲
子

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

設
備
切
替
と
は
、
音
声
通
信
を
提
供

す
る
た
め
の
設
備
に
つ
い
て
、
電
話

に
特
化
し
た

交
換
機
か
ら

P
S
T
N

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
デ
ー
タ
通
信

を
実
現
し
て
い
る

網
に
切
り
替

I
P

え
る
こ
と
で
す
。

切
替
の
際
、
手
続
き
や
自
宅
内
の

工
事
は
不
要
。
電
話
番
号
、
電
話
機

は
そ
の
ま
ま
利
用
可
能
で
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

各
都
道
府
県
の

網
移
行
時
期

I
P

は
、
岩
手
県
は2
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年

月

日
の
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予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
料
金
は
現

状
通
り
で
す
。
通
話
料
金
は
、
こ
れ

ま
で
は
遠
距
離
に
な
る
ほ
ど
高
く
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
一
律

分
3

9
.3
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円
（
税
込
）
に
変
わ
り
ま
す
。

公
衆
電
話
の
場
合
も

円
で
か
け
ら
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れ
る
秒
数
は
、
全
国
一
律

秒
と
な

56

り
ま
す
。
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
情
報
が
届

く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

固
定
電
話
の
設
備
切
替
に
伴
い
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
悪
質
な
勧
誘
や
販
売

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
古
い
回
線
を
新
し
い
回
線
に
交
換

す
る
工
事
が
必
要
で
す
。
②
ア
ナ
ロ

グ
電
話
が
使
え
な
く
な
る
の
で
、

固
定
電
話
は

２
０
２
４
年
に
終
了

現
在
使
用
し
て
い
る
固
定
電
話

は

2024

年
に
終
了
す
る
っ
て
知
っ

て
い
ま
し
た
か
。

東
日
本
・
西
日
本
は
、2
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T
T

0
2
4

年

月
か
ら
電
話
回
線
を
ア
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ナ
ロ
グ
回
線
か
ら

網
（
通
信

I
P

す
る
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

用
の
約
束
事
に
従
っ
て
や
り
取
り

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
へ
切
り
替

え
る
こ
と
を2

0
1
7

年

月
に
発
表
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し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
モ
バ
イ
ル
（
携
帯
電

話
や
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
で
す
る

移
動
式
の
通
信

）
・
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
（
速
度
の
速
い
通
信
回
線
と

そ
の
回
線
を
利
用
し
て
大
容
量
の

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
）
の
進
展
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
多
様
化
に
伴

い
、
固
定
電
話
（
加
入
電
話
・
I

ネ
ッ
ト
）
契
約
数
等
が
年
々

N
S

減
少
し
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
用
い
ら
れ
て
い
る
公
衆
交
換
電

話
網
（

）
の
設
備
（
中

P
S
T
N

継
交
換
機
・
信
号
交
換
機
）
も2025

年
頃
に
維
持
限
界
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、2024

年

月

日
以
降
に

1

1

固
定
電
話
（
加
入
電
話
・
I
N
S

ネ
ッ
ト
）
の
設
備
切
替
を
す
る
と

い
う
の
で
す
。

 

8 虎舞について
(１) 三陸海岸の虎舞の縁起・由来 (その 2)
③ 舞楽、神楽から分化し、独立して権現様となり、さら
に進化し、神社の祭典に奉納するとともに、御輿渡御の
先導役として行路を清める役割をする虎舞となった、と
考えられるものには次のものがあります。
○ 梯子に登る
大船渡市 平組はしご虎舞、川内梯子虎舞
陸前高田市 二日市梯子寅舞, 根岬梯子虎舞、堂の沢梯
子虎舞、槻沢梯子虎舞、本宿梯子虎舞、新田梯子虎舞
等

唐桑町 松圃虎舞、 気仙沼市 浪板虎舞
○ 梯子に登らない
大船渡市 門中虎舞、峯岸虎舞、細浦虎舞、中野虎舞、
神坂虎舞、小田虎舞、梅神虎舞、小河原虎舞、西舘虎
舞、碁石虎舞、山根虎舞、三十刈虎舞

(２) なぜ、獅子舞、権現舞から虎舞になったのか。
前記 ① ② は、初めから虎をモデルとしているので、虎

舞で矛盾はありません。③については、頭は権現様より少
し小さく、虎と、獅子の中間位の容貌になっています。大
船渡市内では、川内の梯子虎舞を除き、黄色地に黒い縞模
様の虎頭のものはなく、赤色、茶色、黒色等で獅子舞に近
い頭になっています。
幕(胴体を表す布)は、獅子舞、権現舞模様のものと、黄

色地に黒い縞模様(いわゆる虎柄)のものとあります。頭の
形態から見て、獅子舞、権現舞から変化したものと窺われ
ます。なぜ虎舞と呼ぶようになったかは、はっきりした記
録は見つかっていませんが、「平組はしご虎舞のしおり」の
中に、『寶暦年間(1751 ～ 1760)、徳川家重の代に、当地の
某の彫刻師にたのんで獅子頭を虎頭に作りなおした』とあ
ります。この時期
は釜石の虎舞が隆
盛を極めていた時
期でしたので獅子
頭を虎頭に変更
し、名前も虎舞に
したものと推測し
ています。(紀)

獅子舞・権現様・虎舞について 9

令和 3 年 10 月中森熊野神社大祭に奉納された虎頭

デ
ジ
タ

ル
電
話
機
の
購

入
や
切
替

工

事
が
必
要
で

す
。
③
こ
の
あ
た

り
一
帯
で

回
線
の
切
替

工
事
が
あ

り

、
い
ま
ま
で

の
電
話
機
が
使
え

な
く
な
り

ま
す
。
等
と

言
っ
て
、

不

要
な
工
事
や

物
を
売
り
つ
け
る

者
が
い
ま
す
。

前

述

の

と

お

り

、

今

回

の
切

り

替
え
に
よ
り
ご
自
宅
の
電
話
機
の
交

換
や
回
線
の
切
替
手
続
き
・
工
事
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
参
考
資

料
）

東
日
本
、

N
T
T

網
移
行
の
概
要
等

I
P★

学
校
統
合
に
係
る
説
明
会

の
開
催

大

船

渡

市

教

育

委

員

会

は

、

あ

ら
た
め
て

末
崎
中
学
校

と
大
船
渡

中

学
校
の
統
合
に

つ
い
て
、
保
護

者
や
地
域

の
率
直
な
ご

意
見
を
お

聞

き
す
る
末
崎
地

区
内
の
説
明
会

を
左
記
の

と
お
り
開
催

し
ま
す
。

参

加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、

Q

コ
ー
ド
読

み
取
り
に
よ

り
、
市

R教
育
委
員
会
事
務

局
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
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日
時

月

日
午
後

時

分
か
ら
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２

会
場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
体
育
館

３

そ
の
他

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
着
用
で
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
寒
い
の
で
、
暖
か
い
服
装
で
お

い
で
下
さ
い

コ

ー

ド

Q
R

★
第

回
末
崎
町
民
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ひ
な
祭
り

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

協

力
末
崎
町
婦
人
会

食

生

活

改

善

推

進

連

絡

協
議
会

人
形
劇
『
お
て
だ
ま
』

茶
道
教
室
『
滝
田
』

期

日
令
和

年

月

日
（
土
）

5

2

25

場

所
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

時

間

午
前

時
～

時

9

12

内

容
☆
お
ひ
な
さ
ま
鑑
賞

時
～

時

9

12

☆
呈
茶時

～

時

9

10

☆
人
形
劇
グ
ル
ー
プ

『
お
て
だ
ま
』
に
よ
る

人
形
劇
等

時
～

時

10

11

☆
お
や
つ

子
供
に
限
ら
ず
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
お
ひ
な
さ
ま
は
、

月

日
（
土
）

3

4

ま
で
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

気
楽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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